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要約
　新潟県内において、薬物問題に関する理解を深めるこ
とを目的としたシンポジウムを開催し、参加者のうち４２
名を対象としたアンケート調査を実施した。調査の結
果、３８.１％が「患者、利用者、生徒など、職業上関わっ
た人の中に違法薬物の使用経験者がいた（いる）」と回答
するなど、薬物問題の身近さが示唆された。また、県内
で今後薬物乱用・依存症対策の充実をはかることの重要
性については、７６.２％が「極めて重要である」と回答し
た。今後充実すべき対策としては、「青少年に対する薬
物乱用予防教育」（７８.６％）、「薬物乱用者をもつ家族に対
する相談支援」（７８.６％）、「薬物乱用者の社会復帰支援」
新潟県における薬物乱用問題の現状把握と
今後の支援介入の方向性
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The present status related to substance abuse and future intervention 
in Nigata Prefecture
　A symposium related to substance abuse in Niigata Prefecture was held in ２０１０, in which 
a questionnaire was distributed to ４２ participants. The result showed that ３８.１ percent of 
them have met illegal drug users at work. Furthermore, about three quarters of the 
participants （７６.２％） believed it was important to expand measures against illigal drug 
abuse. Especially important issues concerned; substance abuse prevention for adolescents 
（７８.６％）, family intervention （７８.６％）, rehabilitation service （７６.２％）, and medical services 
（７１.４％）. It seemed that most professionals feel a deep need to enhance treatment and 
support for substance abusers and their families in addition to substance abuse prevention 
for adolescents.
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（７６.２％）、「薬物乱用者に対する医療」（７１.４％）などが
多く、関係者の多くが、青少年に対する予防教育の充実
に加え、薬物依存症者及びその家族に対する医療・支援
を充実させることの重要性を強く感じていることがうか
がえた。
Ⅰ　はじめに
　わが国は、先進国のなかでは奇跡的に著しい薬物汚染
の被害を逃れ続けてきた国のひとつであるが、それでも
尚、薬物問題が戦後一貫してわが国の深刻な社会問題の
ひとつとして存在し続けていることは否定できない。
　また、覚せい剤事犯の再犯率が約５割と非常に高いこ
と１）は、わが国の刑務所の過剰収容問題の一因となって
いる。このことは、覚せい剤の依存性の強さを表してい
るものであり、違法薬物乱用問題が、犯罪行為であると
同時に、薬物依存症という精神障害の観点から対処され
る必要があることを示している。欧米では既に、逮捕さ
れた薬物事犯に対しては、治療を選択すれば刑が減免さ
れるなどの法整備が進んでいる２）。わが国でも、今後は
取締りを強化するだけでなく、薬物依存症の治療、薬物
乱用・依存症者の社会復帰支援を充実させていく方向性
を目指すことが重要であり、また、そのことは、平成２０
年に薬物乱用対策推進本部で決定された第三次薬物乱用
防止五か年戦略３）にも明記されている。
　このような背景の中で、新潟県内の薬物乱用について
みると、平成１９年の新潟県の覚せい剤取締り法犯送致件
数は８４件であり、同年の全国送致件数１６,９２９件と比較す
ると、わずか０.４%と非常に低い４）。一方で、新潟県の保
健所及び市区町村が実施した精神保健福祉相談における
薬物相談の被指導延人員は８５人であり、全国の延人員
６,１９４人の約１.４%に過ぎないが、順位をみると４７都道府県
中１４番目であり５）、決して看過できない状況にあること
がわかる。このような現状において、今後は新潟県内に
おいても、薬物乱用・依存症者及びその家族への支援体
制の整備が重要な課題となると考えた。
　そこで、新潟医療福祉大学研究推進機構こころの健康
支援研究センターでは、新潟県内において、薬物乱用・
依存問題に関する理解を深めることを目的としたシンポ
ジウムを開催し、併せて、シンポジウム参加者を対象と
したアンケート調査を実施することにした。アンケート
調査の目的は、新潟県における薬物乱用・依存問題に関
する現状、薬物問題に関する啓発活動や支援介入に対す
る関係者の意識等を把握することである。
 
Ⅱ　シンポジウム
１）広報及び申し込みの方法
　広報は、新潟医療福祉大学のホームページに情報を掲
載し、また、新潟市内の公民館や新潟市総合福祉会館に
案内を置くことで行った。新潟県内にある２箇所の精神
保健福祉センター、新潟市内の保健所、新潟市内の精神
科病院及び精神障害者社会福祉施設、新潟市内の大学、
高等学校、中学校に対しては、案内及び申込用紙を郵送
した。参加者からの申し込みは、ファックス、郵送、E-
MAILのいずれかにより行われた。
２）開催日時及び会場
　開催日時は、平成２２年１月１６日（土）１４：００－１６：３０、
会場は、新潟市総合福祉会館（新潟市八千代１丁目３番
１号）にて実施した。
３）内容
　シンポジウム「薬物依存症からの回復－地域資源の重
要性とその役割－」に招聘した講師氏名（所属）及び
「講演タイトル」は、和田清（国立精神・神経センター
精神保健研究所薬物依存研究部部長）「わが国の薬物問
題の現状」、渡邉厚司（学校法人産業教育事業団マロニエ
医療福祉専門学校医療学部作業療法学科学科長）「薬物
依存症からの回復における作業療法の有効性」、栗坪千
明（栃木ダルク代表）「構造化された回復システムの可能
性」、小西憲（新潟県薬物依存症者を抱える家族の会世話
人）「薬物依存症者をもつ家族の立場から」である。
４）参加者
　行政・医療・保健機関等職員、薬物依存症者本人及び
その家族、一般市民等を対象とした。当日の参加者数
は、参加者名簿への記名によると４９名であった。
Ⅲ　アンケート調査の対象と方法
　シンポジウム参加者を対象に無記名のアンケート調査
を実施した。調査に関する説明書および調査票は、当日
の資料とともに参加者全員に配布した。その上で、シン
ポジウム開始に先立ち、参加者全員に向けて調査説明を
行い、調査協力を依頼した。回収方法は、会場受付に設
置した調査票回収ボックスへの任意による投書である。
　調査項目は、対象者の基本属性（性別，年齢，居住地，
職種等）、薬物乱用・依存の実態、薬物乱用・依存に対す
る関心、新潟県内における薬物乱用・依存問題に関する
支援体制の評価などである。
　尚、本研究は新潟医療福祉大学倫理委員会の承認を得
て実施したものである（承認番号１７１４６-０９１１０４）。
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Ⅳ　結果
１）対象者の属性
　シンポジウム参加者から４２名の回答が得られた。回答
率は８５.７％（４２/４９）であった。対象者の属性を表１に示
す。
２）身近に存在する薬物使用経験者の有無
　身近に存在する薬物使用経験者の有無に関する問いへ
の回答を表２に示す（複数回答可）。覚せい剤などの違法
薬物と市販薬などの合法薬物にわけて聞いたところ、違
法薬物については、約４割（３８.１％）が「患者、利用者、
生徒など、職業上関わった人の中に違法薬物（覚せい
剤，大麻，シンナーなど）の使用経験者がいた（いる）」
と回答しており、また、約３割（２８.６％）が「家族や友
人など、私生活で関わった人の中に違法薬物（覚せい剤，
大麻，シンナーなど）の使用経験者がいた（いる）」と回
答していた。合法薬物については、違法薬物よりも身近
に存在する割合が若干低かった。
３）居住県内における薬物乱用・依存症対策の重要性
　居住県内で今後薬物乱用・依存症対策の充実をはかる
ことの重要性について聞いた結果を表３に示す。全体の
約８割（７６.２％）が「薬物乱用・依存症対策の充実をは
かることは極めて重要である」と回答していた。
４）今後充実したほうがよいと思う薬物乱用・依存症
対策
　今後充実したほうがよいと思う薬物乱用・依存症対策
について聞いた結果を表４に示す（複数回答可）。
 
表１　対象者の属性
　　度数（％）
１７（　４０.５）男性性別
２５（　５９.５）女性
８（　１９.０）２０－２９年層
１３（　３１.０）３０－３９
７（　１６.７）４０－４９
９（　２１.４）５０－５９
４（　９.５）６０－
１（　２.４）無回答
４１（　９７.６）新潟県内居住地
１（　２.４）新潟県外
２０（　４７.６）医療機関職場
６（　１４.３）保健機関
２（　４.８）社会福祉施設
１（　２.４）民間依存症リハビリ施設
３（　７.１）大学
４（　９.５）その他
５（　１１.９）無職
１（　２.４）無回答
４２（１００.０）合計
表２　身近に存在する薬物使用経験者の有無
　　度数（％）
１６（　３８.１）
患者、利用者、生徒など、職業上関わった人の中に違法薬物（覚せい剤，大麻，シンナーなど）
の使用経験者がいた（いる）
１２（　２８.６）
家族や友人など、私生活で関わった人の中に違法薬物（覚せい剤，大麻，シンナーなど）の使用
経験者がいた（いる）
１４（　３３.３）
患者、利用者、生徒など、職業上関わった人の中に違法ではない薬物（市販薬，処方薬など）を
遊び目的で使用した経験がある人がいた（いる）
４（　１６.７）
家族や友人など、私生活で関わった人の中に違法ではない薬物（市販薬，処方薬など）を遊び目
的で使用した経験がある人がいた（いる）
３（　７.１）無回答
４２（１００.０）合計
複数回答可
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表３　居住県内における薬物乱用・依存症対策の重要性
合　　計
度数（％）
ある程度
重要であ
る度数　
　　（％）
極めて重
要である
度数（％）
それほど
重要では
ない度数
　　（％）
全く重要
ではない
度数（％）
職場　　　　　　　　　
２０（１００.０）４（２０.０）１６（　８０.０）０（０.０）０（０.０）医療機関
６（１００.０）３（５０.０）３（　５０.０）０（０.０）０（０.０）保健機関
２（１００.０）１（５０.０）１（　５０.０）０（０.０）０（０.０）社会福祉施設
１（１００.０）０（　０.０）１（１００.０）０（０.０）０（０.０）民間依存症リハビリ施設
３（１００.０）０（　０.０）３（１００.０）０（０.０）０（０.０）大学
４（１００.０）２（５０.０）２（　５０.０）０（０.０）０（０.０）その他
５（１００.０）０（　０.０）５（１００.０）０（０.０）０（０.０）無職
１（１００.０）０（　０.０）１（１００.０）０（０.０）０（０.０）無回答
４２（１００.０）１０（２３.８）３２（　７６.２）０（０.０）０（０.０）合計
表４　今後充実したほうがよいと思う薬物乱用・依存症対策
度数（％）　
３３（　７８.６）青少年に対する薬物乱用予防教育
３３（　７８.６）薬物乱用者をもつ家族に対する相談支援
３２（　７６.２）薬物乱用者の社会復帰支援
３０（　７１.４）薬物乱用者に対する医療
２９（　６９.０）薬物問題の援助技術向上のための関係者向け研修
２９（　６９.０）一般市民向けの薬物問題の啓発活動
２８（　６６.７）薬物乱用者に対する相談
２１（　５０.０）薬物流通経路の解明および摘発
１７（　４０.５）薬物乱用者の取り締まり
２（　　４.８）その他
１（　　２.４）無回答
４２（１００.０）合計
複数回答可
表５　今後の薬物関連のイベントで希望するテーマ
度数（％）　
２４（　５７.１）薬物依存症という病気について
２０（　４７.６）薬物依存症者治療に関する近年の動向について
１９（　４５.２）薬物依存症からの回復者の体験談
１８（　４２.９）薬物依存症者をもつ家族に対する支援介入に関する近年の動向について
１６（　３８.１）日本の薬物問題の現状について
１５（　３５.７）薬物依存症者をもつ家族の体験談
４（　　９.５）その他
１（　　２.４）無回答
４２（１００.０）合計
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５）シンポジウムに参加した感想
　シンポジウムに参加した感想については、最も多かっ
たのが「非常によかった」（５２.４％）であり、全体の約半
数を占めていた。次に多かったのが、「まあまあよかっ
た」（３５.７％）であり、両方を合わせると、約９割（８８.１％）
から良い感想が得られた。
６）今後の薬物関連のイベントに対する希望
　「今後このような薬物関連のイベントが開催された場
合、また参加しようと思いますか」という問いに対する
回答は、「ぜひまた参加したい」（４７.６％）、「できれば参
加したい」（５０.０％）合わせて、ほぼ全員（９７.６％）が今
後の参加を希望していた。
　上記の、今後の薬物関連のイベントに対する参加希望
に関する問いに「ぜひまた参加したい」または「できれ
ば参加したい」と回答した者に対し、「今後このような薬
物関連のイベントが開催された場合、どのような話が聞
けるとよいと思いますか」と質問した結果を表５に示
す。 
Ⅴ　考察
１）新潟県内においても身近に存在する薬物使用経験
者
　対象者の職場は、医療機関、保健機関、社会福祉施設、
民間依存症リハビリ施設と、精神障害者の治療や支援を
行う機関に所属する者が多く、全体の６９.０％を占めてい
た（２９/４２人）。対象者全体の約４割が「職業上関わった
人の中に違法薬物の使用経験者がいた（いる）」と回答し
ており、また、約３割が「私生活で関わった人の中に違
法薬物の使用経験者がいた（いる）」と回答していた。ま
た、合法薬物については、約３割が「職業上関わった人
の中に違法ではない薬物を遊び目的で使用した経験があ
る人がいた（いる）」と回答しており、また、約２割が
「私生活で関わった人の中に違法ではない薬物を遊び目
的で使用した経験がある人がいた（いる）」と回答してい
た。もちろん対象者には、日頃より薬物乱用・依存症者
と接する可能性が高い者が多く含まれていることが想定
されるが、これらの割合の高さからは、新潟県内の治
療・援助機関においても、日常生活においても、薬物乱
用・依存症者と出会うことは決して珍しくないことがう
かがえる。
２）新潟県内における薬物乱用・依存症対策の重要性
　対象者の全員が「薬物乱用・依存症対策の充実をはか
ることは極めて重要である」「薬物乱用・依存症対策の充
実をはかることはある程度重要である」と回答してい
た。
　また、今後充実したほうがよいと思う薬物乱用・依存
症対策については、「青少年に対する薬物乱用予防教育」
「薬物乱用者をもつ家族に対する相談支援」「薬物乱用
者の社会復帰支援」「薬物乱用者に対する医療」「薬物問
題の援助技術向上のための関係者向け研修」「一般市民
向けの薬物問題の啓発活動」「薬物乱用者に対する相談」
が多く、全体の約７割以上が上記対策の充実をはかるこ
とが重要であると回答していた。
　調査結果からは、関係者の多くが、青少年に対する予
防教育の充実に加え、薬物乱用・依存症者及びその家族
に対する医療・支援を充実させることの重要性を強く感
じていることがうかがえた。同時に、「薬物流通経路の
解明および摘発」「薬物乱用者の取り締まり」の充実が
重要であると考える者の割合は比較的低く、近年よくい
われるように、水際対策や取締りの強化だけで薬物問題
を根絶しようとすることの限界を感じている者の割合が
高いことが示唆された。
３）シンポジウムに対する満足度及び今後の期待
　シンポジウムに参加した感想については、「非常によ
かった」「まあまあよかった」が約９割を占めており概ね
良い感想が得られた。また、ほぼ全員が今後の薬物関連
のイベントへの参加を希望していた。
　今後の薬物関連のイベントで期待するテーマとして
は、「薬物依存症という病気について」「薬物依存症者治
療に関する近年の動向について」「薬物依存症からの回
復者の体験談」「薬物依存症者をもつ家族に対する支援
介入に関する近年の動向について」などが多かった。
　参加者の関心が得られる上記テーマを中心に、今後も
ぜひ薬物関連のイベント等を地道に続けていきたい。薬
物乱用・依存症者及びその家族に対する医療・支援の充
実が重要であると認識しつつ、その実現がままならない
現状においては、機会あるごとに薬物問題の身近さを話
題にし、治療や支援の重要性を訴え、治療や支援に関す
る具体的なスキルを提示し、また、回復の希望を示し続
けることが大切であると思うからである。
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新潟県における薬物乱用問題の現状把握と今後の支援介入の方向性
　調査票　
  
　問１．あなたの性別を下記の番号の中からひとつ選んで○をつけてください。
　　　　　１．男性　　　　　　　　２．女性
　問２．あなたの年齢を下記の（　　）の中にご記入下さい。
　　　　　（　　）才
　問３．あなたの居住地について、下記の番号の中から当てはまるものをひとつ選んで○をつけてください。
　　　　　１．新潟県内　　　　　　２．新潟県外
　問４．あなたが現在所属している主な職場について、下記の番号の中から当てはまるものをひとつ選んで○をつけて
ください。（職種：　　　　　）の中には、具体的な職種名をご記入ください。「９．その他」を選んだ方は、
（職業：　　　　　）の中に具体的な職業名をご記入ください。
 １．医療機関（職種：　　　　　　） ２．保健機関（職種：　　　　　　）　　
 ３．社会福祉施設（職種：　　　　　　） ４．民間依存症リハビリ施設（職種：　　　　　　）　
 ５．大学（職種：　　　　　　） ６．高等学校（職種：　　　　　　）
 ７．中学校（職種：　　　　　　） ８．小学校（職種：　　　　　　）
 ９．その他（職業：　　　　　　　） １０．無職
  
　問５．あなたの知人の中に、これまで覚せい剤やシンナー等の薬物を使用した経験がある人はいますか。下記の中か
ら当てはまるもの全てに○をつけてください。
　　１．患者、利用者、生徒など、職業上関わった人の中に違法薬物（覚せい剤，大麻，シンナーなど）の使用経験者
がいた（いる）。
　　２．家族や友人など、私生活で関わった人の中に違法薬物（覚せい剤，大麻，シンナーなど）の使用経験者がいた
（いる）。
　　３．これまでに違法薬物（覚せい剤，大麻，シンナーなど）の使用経験者に会ったことはない。
　　４．患者、利用者、生徒など、職業上関わった人の中に違法ではない薬物（市販薬，処方薬など）を遊び目的で使
用した経験がある人がいた（いる）。
　　５．家族や友人など、私生活で関わった人の中に違法ではない薬物（市販薬，処方薬など）を遊び目的で使用した
経験がある人がいた（いる）。
　　６．これまでに違法ではない薬物（市販薬，処方薬など）を遊び目的で使用した経験がある人に会ったことはない。
 
Ⅰ．あなた自身についておたずねします。
Ⅱ．あなたの身近な薬物問題についておたずねします。
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新潟医福誌１０（２）１０・１７
　調査票　
　問６．あなたはこれまでに覚せい剤やシンナー等の薬物使用に誘われた経験がありますか。下記の中から当てはま
るもの全てに○をつけてください。
　　１．違法薬物（覚せい剤，大麻，シンナーなど）の使用に誘われた経験がある。
　　２．違法薬物（覚せい剤，大麻，シンナーなど）の使用に誘われたことはない。
　　３．違法ではない薬物（市販薬，処方薬など）の遊び目的の使用に誘われた経験がある。
　　４．違法ではない薬物（市販薬，処方薬など）の遊び目的の使用に誘われたことはない。
　問７．あなたはこれまでに覚せい剤やシンナー等の薬物使用をした経験がありますか。下記の中から当てはまるも
の全てに○をつけてください。
　　１．違法薬物（覚せい剤，大麻，シンナーなど）を使用した経験がある。
　　２．違法薬物（覚せい剤，大麻，シンナーなど）を使用したことはない。
　　３．違法ではない薬物（市販薬，処方薬など）を遊び目的で使用した経験がある。
　　４．違法ではない薬物（市販薬，処方薬など）を遊び目的で使用したことはない。
  
　問８．居住県内において今後、薬物乱用・依存症対策の充実をはかることの重要性について、下記の番号の中から当
てはまるものをひとつ選んで○をつけてください。
　　１．薬物乱用・依存症対策の充実をはかることは極めて重要である。
　　２．薬物乱用・依存症対策の充実をはかることはある程度重要である。
　　３．薬物乱用・依存症対策の充実をはかることはそれほど重要ではない。
　　４．薬物乱用・依存症対策の充実をはかることは全く重要ではない。
　問９．問８において、１または２に○をつけた方のみお答えください。今後充実したほうがよいと思う薬物乱用・依
存症対策について、下記の中から当てはまるもの全てに○をつけてください。「１０．その他」を選んだ方は、
（　　　　　　　　　）の中に具体的な対策をご記入ください。
　　１．薬物流通経路の解明および摘発
　　２．薬物乱用者の取り締まり
　　３．青少年に対する薬物乱用予防教育
　　４．薬物問題の援助技術向上のための関係者向け研修
　　５．一般市民向けの薬物問題の啓発活動
　　６．薬物乱用者に対する医療
　　７．薬物乱用者に対する相談
　　８．薬物乱用者の社会復帰支援
　　９．薬物乱用者をもつ家族に対する相談支援
　　１０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 
Ⅲ．あなたがお住まいの地域における薬物乱用・依存症対策についておたずねします。
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新潟県における薬物乱用問題の現状把握と今後の支援介入の方向性
　調査票　
  
　問１０．シンポジウムに参加した理由について、下記の番号の中から最もよく当てはまるものをひとつ選んで○をつけ
てください。「５．その他」を選んだ方は、（　　　　　　　　　）の中に参加した理由を具体的にご記入くだ
さい。
　　１．薬物乱用・依存問題と関連がある職業に就いているため関心があった。
　　２．薬物乱用・依存症者本人として薬物乱用・依存問題に関心があった。
　　３．薬物乱用・依存症者本人の家族として薬物乱用・依存問題に関心があった。
　　４．一般市民として薬物乱用・依存問題に関心があった。
　　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　問１１．シンポジウムに参加した感想について、下記の番号の中から当てはまるものをひとつ選んで○をつけてくださ
い。
　　　　　１．非常によかった　　　　　　２．まあまあよかった　
　　　　　３．あまりよくなかった　　　　４．全くよくなかった
　問１２．今後このような薬物関連のイベントが開催された場合、また参加しようと思いますか。下記の番号の中から当
てはまるものをひとつ選んで○をつけてください。
　　　　　１．ぜひまた参加したい　　　　２．できれば参加したい
　　　　　３．あまり参加したくない　　　４．参加しない
　問１３．問１２において、１または２に○をつけた方のみお答えください。今後このような薬物関連のイベントが開催さ
れた場合、どのような話が聞けるとよいと思いますか。下記の中から当てはまるもの全てに○をつけてくださ
い。「７．その他」を選んだ方は、（　　　　　　　　　）の中にお聞きになりたい話の内容を具体的にご記入
ください。
　　１．日本の薬物問題の現状について
　　２．薬物依存症という病気について
　　３．薬物依存症者治療に関する近年の動向について
　　４．薬物依存症者をもつ家族に対する支援介入に関する近年の動向について
　　５．薬物依存症からの回復者の体験談
　　６．薬物依存症者をもつ家族の体験談
　　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　ありがとうございました　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
Ⅳ．本日のシンポジウムについておたずねします。
Title:010-017-近藤あゆみ.ec8 Page:17  Date: 2011/04/06 Wed 10:09:42 
